


《古墳時代　水田跡の遺構か》伊勢原市 上粕屋・和田内下遺跡発掘コラム 発掘コラム 《縄文時代～江戸時代の遺跡が眠る》横浜市 田谷町相ノ田谷遺跡

　上粕屋・和田内下遺跡は、扇状地の中

の小河川に挟まれた中州状の地形に立地

しています。周囲より低い位置にあって

遺跡内の地下水位が高いため、木などの

有機質遺物の遺存状態が良好でした。

　田谷町相ノ田谷遺跡は横浜市域の南西部、柏尾川

の支流である関谷川の左岸、河岸段丘上の斜面地に

立地し、ＪＲ東海道線・横須賀線の大船駅から、北

西約２㎞に所在します。調査地は現在の地形が雛壇

状に形成されており、上・中・下段として調査区を

設定しています。

　今回の調査では、古墳時代

の水田である可能性が高い遺

構が見つかりました。地形に

合わせて形づくられた不定形

な耕作域が確認され、その範

囲からは列状に盛土をした畦

　今回の調査では、近世 ( 江戸時代 ) と中世後半 ( 戦国時代 )、奈良・平安時代～中世前半 ( 鎌倉・室町時代 )、

弥生時代～古墳時代の遺構と遺物、そして縄文時代の遺物を発見しました。これらの遺構群は、緩斜面

上に展開した耕作地等としての様相を呈し、更に下層に向けた調査では、粘質土と砂質土が互層となっ

て堆積している中から、奈良・平安時代～中世の木製品や弥生～古墳時代の遺構・遺物を発見しています。

市内南西部では類例の少ない遺跡の発掘調査事例として、遺跡の南側約 300ｍの地点に所在する、横浜

市の地域登録史跡｢田谷の洞窟｣とともに、田谷町周辺の地域史を考える上で重要な資料として評価でき

るものです。

状遺構が見つかっています。地盤の緩い箇所

では、畦を作る際に杭を打ち込んだり横木を

渡したりして補強を行っており、それらの中

には壊れて使えなくなった木製農具や梯子な

ど建築部材を再利用したものもありました。

また、耕作土の上からは人の足跡も確認され

ています。用水路と水田の間に設けられた柵

状遺構は、周囲を盛土と蓆を重ねて補強した

もので、水流の調整のために使用された設備

だと考えられます。

　調査面積が狭いため、灌漑施設と水田全体

の構成は不明です。今後の周辺での調査によっ

て、古墳時代水田耕作のあり方がより明らか

になることが期待されます。

鋤（すき）が壊れて杭に使ったみたい。

木材が似てるからもともと、

　　　　　　　　　１本だった？！

24㎝くらい…。

女の人かな～？

糸巻き状の製品や下駄、陽物（ようぶつ）が出土しています。

陽物は多産、豊穣などをもたらす呪術的な意味の形代です。

奈良・平安時代

～中世の地層か

ら出土した木製

品たちです。
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　農具再利用状況
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耕作土に残されたヒトの足跡
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奈良・平安時代遺構群とトレンチ調査状況

近世遺構配置図


